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光線力学的療法（photodynamic therapy：PDT）は、
腫瘍組織へ集積性がある光感受性物質を患者に投与
した後、レーザー光照射により光化学反応を引き起
こし、変性壊死させる治療法である。
食道癌に対する放射線治療後の局所遺残・再発に
対しPDTは有用な治療であり、食道癌診療ガイド
ライン2022年版にも掲載されている。
治療に対する要望も増えてきており、さらなる適応
の拡大については今後の検討課題である。
北陸唯一のPDT可能な施設として、現在当院で行っ
ている食道癌・胃癌の医師主導治験を含めてPDTの
現状についてもご紹介したい。

食道癌に対する光線力学療法の一例
～ 北 陸 唯 一 の 施 設 と し て ～
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発がんにおけるhTERTのRdRP活性の意義
多くのがん種においてドライバー遺伝子として知られる
hTERTの機能は逆転写酵素活性によるテロメア伸長機能で
あると一元的に考えられてきた。2009年hTERTがもつ
RdRP活性の発見以来（Nature 2009, Maida et al.）、
RdRP活性の発がん過程での意義を研究してきたが、最近
その一端を明らかにした（Nature Cell Biology , In 
press.）のでご紹介したい。

分野長 増富健吉 先生

参加希望者は5月14日（火）までに
下記のURLまたはQRコードから

お申込ください。
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